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【研究活動の要約】 

京丹後にある 15の海水浴場の特色を明確にするために調査・研究を実施した。おもな活動内容は『①

海水浴場ごとの現地調査』『②海水浴場ごとの特色の視覚化』『③現地調査結果に対するデータ分析』の

3つに分類される。①については7〜10月のできるだけ天候のよい日を選んで実施し、遊泳領域内にお

ける水深、潮流、岩礁率に関するデータを収集した。水深＆潮流調査では海底の凹凸をとらえる必要が

あるため、海岸線の曲率も踏まえて遊泳領域を格子状に区切り、各格子点における水深を泳ぎながらロ

ープを用いて測定した。なお、水深が浅く岩礁が点在する海水浴場では座礁リスクを伴う船からの調査

は不適切であり、調査点で停留させる難しさと煩雑さなどを考えても人力での調査が最善手と判断し

た。岩礁率調査では上空からドローンを用いて岩礁エリアを確認し、岩礁エリアの大きさが分かるよう

な写真を撮影した。また、PR動画を作成する際に必要となる映像素材も集めた。②では①で得られた

水深データをもとに海水浴場ごとの海底 3Dマップを作成した。2022年度のPR動画作成＆公開に向け

て、予備的に簡易なインスタグラム動画の作成＆公開にも取り組んだ。③では①で得られた行列形式の

水深データに対して主成分分析を行い、海水浴場ごとの海底の特色を数値化した。 

【研究活動の成果】 

海底 3D マップによって水深はもちろん、海底の凹凸までもが一目瞭然になり、潮流についても明ら

かにできた。例えば箱石浜海水浴場の海底 3D マップを見ると海底の凹凸具合から潮流の複雑さが想像

できるが、これは実際に泳いだときの感覚と完全に合致する。逆に潮流の影響があまり感じられない蒲

井浜海水浴場の海底 3D マップを見ると、沖合 10m 付近の歪さを除けばやはり海底に凹凸がほとんど

見られない。このように海底 3D マップの作成を通じて海水浴場ごとの水深＆潮流の視覚化に成功し

た。海底 3D マップからは海水浴場ごとの大まかな特色が直感的に読み取れるが、さらに主成分分析を

用いることで特色の種類やその重みに至るまで正確に数値化でき、異なる海水浴場間の類似度なども明

確にすることができた。前述したように蒲井浜海水浴場が沖合 10m 付近にもつ凹みは非常に特徴的で

あるが、主成分分析による数値化でも特異な海水浴場であることが客観的に示された。さらに、丹後、

網野、久美浜の各エリア内においても海水浴場間で有意な差が見られ、改めて京丹後の海水浴場の魅力

の多様さを確認することができた。 

【研究成果の還元】 

2021年 9月〜 海水浴場ごとのインスタグラム動画を公開 

               https://www.instagram.com/ocean_sommelier_films/ 

2022年 2月  オンラインで研究成果報告会を開催 (参加者：京丹後市観光振興関係者約１０名) 

【お問い合わせ先】 生命環境学部 応用数学研究室 准教授 岩﨑 雅史 

Tel: 075-703-5429   E-mail: imasa@kpu.ac.jp 
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